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２学期の思い出といえば・・ 

１２月２４日 今日は２学期の「終業式」でした。コロナ禍の中、子ども達は７７日間を学校で

過ごし、たくさんのことを学び、一段と成長したように感じています。終業式の中では、２学期を

振り返って、「心に残っているできごとベスト３」という話題で、次のような話をしました。 

【第３位・・校外学習】 

私は、全学年の校外学習に行きました。それは、「学校で学んだことが校外でも生きているのか。」

自分の目で確かめたいと思っていたからです。子ども達の姿を見ながら、嬉しく思ったことを３

つ紹介します。 

一つ目は、「挨拶が上手になった。」ということです。タクシーの運転手さん、施設の方に対し

て、元気よく挨拶をすることができました。子ども達の心のこもった挨拶のおかげで、係の人も

温かく迎えることができたと思います。 

二つ目は、「聞き方が上手になった。」ということです。難しい説明もありましたが、きちんと相

手の顔を見て、うなずいたり、メモを取ったりしながら真剣に聞いていました。子供達が熱心に

聞いていたので、係の人も嬉しそうに説明をしていました。 

三つ目は、「質問が上手になった。」ということです。事前に

考えていた質問だけではなく、説明を聞いて疑問に思ったこと

を、進んで質問する子どももいました。質問ができるというこ

とは、考えながら話を聞くことができたということです。 

学校で学んだことが、校外での活動にもしっかり生かされて

いたので、とても満足できる校外学習でした。 

【第２位・・えいしんまつり】 

コロナ禍で、様々な行事が中止されるなか、ＧＴの方の熱心

な指導と保護者の皆様の全面的なサポートのおかげで、今年も

本校の大切な伝統行事を実施することができました。「そば打

ち」は、ふるさとの宝であり、自慢です。 

ふるさとの良さを感じることで、伝統を守り、大切に受け継

いでいくことができる子どもに育ってほしいと願っています。 

【第１位・・運動会】 

感染防止のため、午前中だけの運動会でしたが、子ども達の

必死に頑張る姿をたくさん見ることができました。１つ１つの

競技、自分の係や役割、それぞれが練習の成果を十分に発揮し、

生き生きと輝く姿を見せてくれました。活躍の場は減ってしま

ったかもしれませんが、密度の濃い内容だったと思います。 

コロナ禍の特別な運動会は、私にとっても、いつまでも忘れ

ることができない特別な運動会となりました。 

早いもので、あと１週間で令和２年が終わります。今年も大変お世話になりました。来年も、子

ども達の『根っこ（礼儀・親切・感謝・探究・協働・主体・健康・責任・努力）』をしっかり伸ば

せるよう精一杯頑張っていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 


